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愛
知
県
は
２
月
10
日
、
一
般
会
計

２
兆
９
４
１
３
億
円
（
対
前
年
度

５
・
２
％
増
）
の
25
年
度
当
初
予
算

案
を
発
表
し
ま
し
た
。 

 

景
気
動
向
と
財
政
状
況 

県
の
分
析
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

① 

現
在
の
我
が
国
の
景
気
は
、
一

部
に
足
踏
み
も
み
ら
れ
る
も
の
の
、

緩
や
か
に
回
復
し
て
い
る
。 

② 

先
行
き
に
つ
い
て
は
、
雇
用
・

所
得
環
境
が
改
善
す
る
下
で
、
緩

や
か
な
回
復
が
続
く
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
が
、
欧
米
の
高
い
金
利
水

準
の
継
続
や
中
国
の
不
動
産
市
場

の
停
滞
な
ど
、
海
外
景
気
の
下
振

れ
が
我
が
国
の
景
気
を
下
押
し
す

る
リ
ス
ク
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

物
価
上
昇
、
米
国
の
政
策
動
向
、

中
東
地
域
を
め
ぐ
る
情
勢
、
金
融

資
本
市
場
の
変
動
等
の
影
響
に
十

分
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。 

③ 

25
年
度
の
県
税
収
入
は
、
企
業

収
益
の
減
少
に
よ
る
法
人
二
税
の

減
収
を
見
込
ん
で
い
る
が
、
個
人

所
得
の
増
加
に
よ
る
個
人
県
民
税

の
増
収
が
見
込
ま
れ
、
県
全
体
と

し
て
は
、
今
年
度
と
同
水
準
の
税

収
を
見
込
ん
で
い
る
。 

④ 

一
方
、
歳
出
で
は
、
医
療
・
介

護
・
子
育
て
な
ど
の
扶
助
費
や
人

件
費
等
の
義
務
的
経
費
が
増
加
す

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
25
年
度
当
初

予
算
の
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
依

然
と
し
て
多
額
の
収
支
不
足
が
見

込
ま
れ
た
。 

 

予
算
編
成 

 

基
本
的
な
考
え
方
を
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
ま
す
。 

① 
24
年
度
の
財
源
確
保
等
に
よ
り
、

財
政
調
整
基
金
・
減
債
基
金
の
取

崩
し
を
全
額
取
り
止
め
、
25
年
度

に
再
び
多
額
の
基
金
取
崩
し
を
計

上
し
て
収
支
不
足
を
解
消
し
た
。 

② 

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
好
循 

環
を
生
み
出
す
成
長
エ
ン
ジ
ン
と 

し
て
国
の
発
展
を
リ
ー
ド
し
、
愛 

知
を
発
展
さ
せ
る
た
め
の
編
成
を 

行
っ
た
。 

 

教
育
委
員
会
所
管
分 

教
育
委
員
会
所
管
分
の
予
算
は
、

約
４
９
１
０
億
円
（
対
前
年
度
４
・

５
％
増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

項
別
の
前
年
度
比
較
は
、
総
務
費

13
・
８
％
増
、
小
学
校
費
１
・
６
％

増
、
中
学
校
費
２
・
５
％
増
、
高
等

学
校
費
３
・
９
％
減
、
特
別
支
援
学

校
費

17

・
７
％
増
、
生
涯
学
習
費

62
％
増
、
保
健
体
育
費
５
・
８
％
増

で
す
。 

 

教
育
委
員
会
予
算
の
主
要
事
項 

① 

小
学
校
１
年
か
ら
中
学
校
１
年 

ま
で
の
35
人
学
級
の
実
施 

② 

小
学
校
の
教
科
担
任
制
の
推
進 

③ 

中
高
一
貫
第
一
次
導
入
校
の
開 

校
と
第
二
次
導
入
校
の
建
設 

④ 

全
日
・
昼
間
定
時
・
通
信
制
を 

行
き
来
し
て
学
べ
る
「
フ
レ
キ
シ 

ブ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」
の
開
校 

⑤ 

と
よ
は
し
夜
間
中
学
校
の
開
校
、 

 

と
よ
た
・
こ
ま
き
・
い
ち
の
み
や 

中
学
校(

26
年
度
開
校)

の
整
備 

⑥ 

肢
体
不
自
由
特
別
支
援
学
校 

(

名
古
屋
市
天
白
区)

・
知
的
障
害 

特
別
支
援
学
校(

豊
田
市)

の
建
設 

工
事(

27
年
度
開
校)

 

⑦ 

障
害
の
あ
る
幼
児
児
童
生
徒
に

エ
レ
ベ
ー
タ
整
備
、
看
護
師
配
置

の
拡
充 

⑧ 

体
育
館
・
武
道
場
の
空
調
整
備

の
継
続 

⑨ 

外
国
人
児
童
生
徒
へ
の
学
習
・ 

就
労
支
援 

⑩ 
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
ソ 

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
配
置
拡
充 

 

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
と
は 

全
日
・
昼
間
定
時
・
通
信
制
の
三

課
程
を
一
つ
の
学
校
に
置
き
、
三
課

程
間
を
行
き
来
す
る
学
び
方
が
可
能

で
す
。
本
年
４
月
に
、
佐
屋
・
武
豊
・

豊
野
・
御
津
あ
お
ば
の
４
高
校
に
開

設
さ
れ
ま
す
。 

 

体
育
館
・
武
道
場
の
空
調
整
備 

① 

高
等
学
校 

 

24
～
27
年
度
の
４
年
間
で
整 

備
を
完
了
す
る
も
の
で
す
。
25
年 

度
は
、
34
校
71
棟
が
対
象
で
す
。 

② 

特
別
支
援
学
校 

 

23
～
25
年
度
の
３
年
間
で
整 

備
を
完
了
す
る
も
の
で
す
。
25
年 

度
は
、
２
校
２
棟
が
リ
ー
ス
方
式
、 

１
校
１
棟
が
工
事
方
式
で
整
備
さ 

れ
ま
す
。 

 

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
整
備 

名
古
屋
盲
学
校
と
岡
崎
盲
学
校
で 

実
施
設
計
が
行
わ
れ
ま
す
。 

 

小
型
通
訳
機 

外
国
人
生
徒
が
多
い
高
校
28
校
と

特
別
支
援
15
校
に
多
言
語
対
応
小
型

通
訳
機
が
配
備
さ
れ
ま
す
。 

 

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
移
転 

現
在
、
東
郷
町
に
あ
る
総
合
教
育

セ
ン
タ
ー
が
、
岡
崎
市
美
合
町
に
移

転
し
、
26
年
４
月
に
開
所
し
ま
す
。

引
き
続
き
、
改
修
・
増
築
工
事
が
行

わ
れ
ま
す
。
25
年
度
の
予
算
額
は
32

億
円
で
す
。 

一
般
会
計
総
額
２
兆
９
４
１
３
億
円 

 
 

 
 

 
 

 
 

― 

２
０
２
５
年
度
、
愛
知
県
当
初
予
算
案 

― 
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高
校
の
定
数
増
の
主
な
原
因
は
、

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
の
設

置
と
短
時
間
再
任
用
者
数
の
減
少
に

よ
る
も
の
で
す
。 

特
別
支
援
学
校
の
定
数
増
の
主
な

原
因
は
、
学
級
数
の
増
と
短
時
間
再

任
用
者
数
の
減
少
に
よ
る
も
の
で
す
。 

 

予
算
に
つ
い
て
は
、
旅
費
の
現
行

水
準
の
維
持
と
燃
油
価
格
の
高
騰
に

伴
う
必
要
額
の
確
保
が
限
界
で
あ
っ

た
よ
う
で
す
。 

2025 年度 県立学校教職員定数と予算額 
１ 教職員定数 
 (1) 高等学校 
  ① 生徒数・学級数 

 2025 年度 2024 年度 増減 
生徒数 115,281 115,236 ＋45 
学級数 3,007 3,028 ▼21 

 
② 職種別定数 

 2025 年度 2024 年度 増減 
校長・教諭等 7,552 7,467 ＋85 

養護教諭 259 257 ＋2 
事務職員 565 562 ＋3 
実習教員 532 533 ▼1 
その他 61 70 ▼9 

計 8,969 8,889 ＋80 
 
(2) 特別支援学校 

  ① 児童生徒数・学級数 
 2025 年度 2024 年度 増減 

生徒数 6,635 6,506 ＋129 
学級数 1,514 1,494 ＋20 

 
② 職種別定数 
   2025 年度 2024 年度 増減 
校長・教諭等 3,220 3,182 ＋38 

養護教諭 67 67  
事務職員 123 123  
実習教員 67 68 ▼1 
その他 258 256 ＋2 

計 3,735 3,696 ＋39 
  

(3) 県立中学校 
  ① 生徒数・学級数 

 2025 年度 2024 年度 増減 
生徒数 370  ＋370 
学級数 12  ＋12 

 
② 職種別定数 

 2025 年度 2024 年度 増減 
校長・教諭等 54  ＋54 

養護教諭 5  ＋5 
事務職員 5  ＋5 
栄養教諭 1  ＋1 

計 65  ＋65 
 
２ 予算額         (単位：千円) 

  2025 年度 2024 年度 前年度比 

旅費 

高等学校 600,242 600,936 ▼0.1％ 
特別支援学校 162,996 162,724 ＋0.2％ 
県立中学校 2,104   

計 765,342 763,660 ＋0.2％ 

その他 
経費 

高等学校 5,499,842 5,580,630 ▼1.4％ 
特別支援学校 3,583,124 3,469,958 ＋3.3％ 
県立中学校 113,679   

計 9,196,645 9,050,588 ＋1.6％ 
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     れ     ん     ら     く        

能登地域では、2024年 1月 1日 16時 6分に発

生した地震の復旧も終わらないなか、9月21日の

記録的な豪雨でさらに被害が拡大したうえ、大雪

被害も受け、元の生活に戻れる見通しも立てられ

ないのではないかと心が痛みます。物理的な被災

のみならず、特に、メンタル面に与える影響が心

配されます。愛高組は、被災地の一日も早い復興

と被災された方々の安心を心よりお祈りします。 

 

◎ これからのおもな運動の日程 

2/22(土) 第34回日教組人権教育実践交流集会 

 2/27(木) 24年度第3回部活動検討委員会 

 2/28(金) 24年度第2回高校代表者会議 

      被災71周年ビキニで‐集会 

 3/ 6(木) 25春闘・3‣8国際女性デー統一集会 

3/ 8(土) 3.8さよなら原発全国集会 

 3/13(木) 日教組諸会議 

 3/14(金) 日教組第168回中央委員会 

 

                

赤
ペ
ン 

 

５
５
８ 

音
楽
界
に
お
い
て
今
年
は
ア

ニ
バ
ー
サ
リ
ー
イ
ヤ
ー
と
な
る

人
物
が
目
白
押
し
で
あ
る
が
、

そ
の
な
か
に
生
誕
百
年
と
な
る

ピ
エ
ー
ル
・
ブ
ー
レ
ー
ズ
が
あ

げ
ら
れ
る
。
本
来
は
作
曲
家
で

あ
る
が
、
音
楽
フ
ァ
ン
の
間
で

は
指
揮
者
と
し
て
の
方
が
馴
染

み
深
い
。
と
り
わ
け
ス
ト
ラ
ヴ

ィ
ン
ス
キ
ー
の
作
品
解
釈
で
は

定
評
が
あ
り
、
そ
の
レ
コ
ー
ド

Ｃ
Ｄ
は
評
論
家
か
ら
も
決
定
盤

と
さ
れ
て
い
る
。 

と
こ
ろ
が
、
晩
年
の
活
動
ぶ

り
は
評
価
が
大
き
く
分
か
れ
て

い
る
。「
ス
コ
ア
を
細
部
ま
で
完

璧
に
読
み
込
み
、
さ
ら
に
円
熟 

                 味
を
増
し
た
」
と
言
う
も
の
か

ら
、「
曲
の
本
質
に
迫
る
鋭
敏
さ

大
胆
さ
が
薄
れ
て
凡
庸
な
解
釈

と
な
り
老
醜
を
さ
ら
し
て
い
る
」

と
ま
で
あ
る
。 

 

昨
年
愛
高
組
が
実
施
し
た
県

立
高
校
の
非
常
勤
講
師
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
、
そ
の
平
均
年
齢

が
60

歳
を
超
え
て
い
る
の
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
偏
に
そ
れ

は
待
遇
面
に
問
題
が
あ
る
こ
と

を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
が
、

肝
心
の
生
徒
の
評
価
は
果
た
し

て
ど
う
な
の
か
、
私
自
身
も
円

熟
か
老
醜
な
の
か
気
に
な
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
大
学
の
よ
う
な

授
業
評
価
制
度
の
導
入
は
い
か

が
で
あ
ろ
う
か
。 

 

（
Ｈ
） 

遺
珠
点
点 

８
８ 

先
日
、
必
要
に
迫
ら
れ
て
久
し
ぶ

り
に
大
き
い
書
店
に
行
っ
た
。
が
っ

か
り
な
こ
と
に
、
目
的
の
本
は
な
か

っ
た
。
一
昔
前
な
ら
お
そ
ら
く
手
に

入
っ
た
と
思
う
が
、
現
在
の
店
頭
は
、

コ
ミ
ッ
ク
や
タ
レ
ン
ト
本
や
資
格
関

連
、
参
考
書
、
華
々
し
く
宣
伝
し
て
い

る
新
刊
本
の
類
が
充
実
し
て
い
る
代

わ
り
に
、
私
が
欲
す
る
比
較
的
地
味

な
書
籍
は
驚
く
ほ
ど
品
薄
だ
。 

 

本
に
導
か
れ
、
本
に
癒
さ
れ
た
私

は
、
今
の
時
代
に
置
い
て
行
か
れ
て

い
る
。 

 

し
か
し
、
こ
の
後
用
事
の
あ
っ
た

私
は
、
こ
の
際
だ
か
ら
時
間
つ
ぶ
し

に
ぐ
る
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
書
架
を
眺

め
て
み
る
か
と
、
書
店
内
散
歩
を
す

る
こ
と
に
し
た
。 

 

値
段
も
見
ず
に
何
で
も
購
入
し
て

き
た
時
と
違
い
、
今
は
年
金
生
活
、
本

当
に
欲
し
い
本
し
か
買
わ
な
い
。
そ

れ
で
な
く
て
も
膨
大
な
蔵
書
整
理
を

敢
行
し
て
い
る
さ
な
か
、
新
た
に
買

い
足
す
な
ど
と
は
愚
の
骨
頂
…
…
と
、

負
け
惜
し
み
を
呟
き
つ
つ
、
き
れ
い

な
装
丁
の
本
に
ち
ょ
っ
と
手
を
伸
ば

し
て
み
る
。 

 

地
図
の
絵
本
、
夢
が
あ
る
な
ぁ
。 

 

あ
、
こ
れ
が
昨
今
評
判
の
『
も
う
じ

き
た
べ
ら
れ
る
ぼ
く
』
か
。
立
ち
読
み

で
感
動
さ
せ
て
い
た
だ
く
。 

 

探
し
て
い
る
作
家
の
本
は
全
然
な

か
っ
た
け
ど
、
夏
目
漱
石
は
ど
こ
の

文
庫
も
き
ち
ん
と
そ
ろ
え
て
い
る
ん

だ
な
ぁ
。
さ
す
が
だ
。 

 

あ
れ
？ 

と
思
わ
ず
立
ち
止
ま
っ

て
体
を
向
け
た
の
は
、
詩
の
書
架
だ

っ
た
。 

『
誰
も
気
づ
か
な
か
っ
た
』
の
文
字

を
見
た
か
ら
だ
っ
た
。
長
田
弘
の
詩

集
。
み
す
ず
書
房
。 

 

２
０
年
ほ
ど
も
前
に
、
愛
高
組
新

聞
表
紙
に
書
い
て
く
れ
た
詩
の
題
名
。 

今
も
私
の
机
の
前
の
棚
に
、
当
時

切
り
抜
い
た
詩
が
褐
色
に
色
を
変
え

て
貼
ら
れ
て
い
る
。 

初
め
て
読
ん
だ
と
き
に
、
ほ
ん
と

う
に
し
み
じ
み
と
心
に
入
っ
て
き
た

詩
だ
っ
た
。
自
分
の
中
に
あ
る
、
人
に

見
せ
な
い
も
の
を
詩
人
と
共
に
語
り

あ
っ
た
よ
う
な
、
そ
ん
な
気
分
で
、
私

は
時
に
こ
の
切
り
抜
き
の
前
で
詩
を

眺
め
た
。
今
も
。 

素
っ
気
な
い
ほ
ど
装
飾
性
の
な
い

小
さ
な
詩
集
、
そ
れ
を
私
は
手
に
取

っ
て
み
た
。
没
後
五
年
、
と
帯
紙
に
あ

る
。
長
田
弘
が
亡
く
な
っ
た
の
は
二

〇
一
五
年
。
こ
の
本
は
二
〇
二
〇
年

に
刊
行
さ
れ
て
い
た
の
だ
。 

開
い
て
み
る
と
懐
か
し
い
感
情
が

よ
み
が
え
る
。 

私
が
特
に
愛
着
し
た
一
篇
は
、「
誰

も
気
づ
か
な
か
っ
た 

Ⅵ
」
だ
。
そ
の

頁
を
開
い
て
、
私
は
「
あ
っ
」
と
驚
い

た
。
愛
高
組
新
聞
の
紙
面
で
、
２
３
行

の
詩
は
ひ
と
ま
と
ま
り
に
な
っ
て
い

た
。
し
か
し
、
詩
集
で
は
、
最
初
の
１

ペ
ー
ジ
に
２
行
、
次
の
ペ
ー
ジ
に
２

行
、
そ
の
次
の
ペ
ー
ジ
に
２
行
、
４
ペ

ー
ジ
目
に
４
行
、
５
ペ
ー
ジ
目
に
３

行
、
６
ペ
ー
ジ
目
に
５
行
、
７
ペ
ー
ジ

目
に
最
後
の
５
行
、
そ
う
な
っ
て
い

た
。 詩

が
愛
高
組
に
も
た
ら
さ
れ
た
と

き
、
一
続
き
の
も
の
だ
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。 

当
時
、
巻
頭
に
詩
を
載
せ
る
と
い

う
破
格
の
体
裁
を
と
る
愛
高
組
新
聞

は
、
日
教
組
の
組
織
を
再
構
築
し
て

い
く
と
の
私
た
ち
の
気
概
の
表
れ
だ

っ
た
。
詩
人
た
ち
か
ら
頂
い
た
詩
は

ど
れ
も
美
し
く
新
し
か
っ
た
。 

あ
ら
た
め
て
、
こ
の
詩
を
も
う
一

度
読
む
。 

                                   
 

（
さ
） 

誰
も
気
づ
か
な
か
っ
た 

Ⅵ 
 

怒
っ
て
い
る
人
だ
っ
て
笑
う
と
き
が

あ
る
。 

け
れ
ど
も
そ
の
人
は
笑
わ
な
か
っ
た
。 

 

不
機
嫌
な
人
だ
っ
て
笑
う
と
き
が
あ

る
。 

け
れ
ど
も
そ
の
人
は
笑
わ
な
か
っ
た
。 

 

悲
し
い
人
だ
っ
て
笑
う
と
き
が
あ
る
。 

け
れ
ど
も
そ
の
人
は
笑
わ
な
か
っ
た
。 

 

苦
し
ん
で
い
る
人
だ
っ
て
笑
う
と
き

が
あ
る
。 

ペ
シ
ミ
ス
ト
だ
っ
て
笑
う
と
き
が
あ

る
。 

頑
な
な
人
だ
っ
て
笑
う
と
き
が
あ
る
。 

け
れ
ど
も
そ
の
人
は
笑
わ
な
か
っ
た
。 

 

眠
れ
な
い
人
だ
っ
て
笑
う
と
き
が
あ

る
。 

い
つ
も
黙
っ
て
い
る
人
だ
っ
て 

笑
う
と
き
が
あ
る
。 

 

日
の
光
だ
っ
て
笑
う
の
だ
。 

陽
だ
ま
り
の
猫
だ
っ
て
笑
う
の
だ
。 

木
々
の
枝
々
だ
っ
て
笑
う
の
だ
。 

ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス
だ
っ
て
笑
う
の
だ
。 

け
れ
ど
も
そ
の
人
は
笑
わ
な
か
っ
た
。 

 

そ
の
人
が
逝
っ
た
の
は
冬
の
寒
い
日

だ
っ
た
。 

そ
し
て
じ
ぶ
ん
の
葬
儀
の
日
に 

そ
こ
に
い
な
い
の
が
う
れ
し
い
と
い

う
よ
う
に 

そ
の
人
は
は
じ
め
て
笑
っ
た
の
で
あ

る
、 

そ
の
遺
影
の
中
で
。 


